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  国土地理院と情報通信研究機構 (以下 NICT) は共同で長距離比較基線場 (基線長約 10km) の
基線ベクトルを精密に測定する目的の小型 VLBIシステムを開発している (Ishii et al 2006)．その VLBI
システムの要となるのが，小型で分割可搬な電波望遠鏡である．測地VLBIでは電離層の遅延効果を補
正するために Xバンド (8GHz帯) と Sバンド (2ＧＨｚ帯) の２周波を観測する．この 2つの周波数を小
型のパラボラアンテナで同時に受信するために，どのような１次放射器を用いるかが課題のひとつとな

る． 
大型カセグレンアンテナで一般的に使用されている１次放射器は，ホーン内壁に薄いフィンを同心状

に多数設けたコルゲートホーンアンテナと呼ばれるもので，１オクターブ以上の帯域において軸対称ビ

ームと良好な交差偏波特性(軸比)を有する．しかし，コルゲートホーンアンテナは大きくて重いという特徴
のため小型アンテナには適さない．一方，周波数選択膜 (Frequency Selective Surface) をカセグレンア
ンテナの副反射鏡に用いて給電部を周波数帯域ごとに別々に設ける方式もある．いくつかの電波望遠

鏡で実用化されているが，この方式はアンテナの構成が複雑になり，分割可搬形のアンテナに適したシ

ステムとは言い難い． 
 近年，EMC (電磁両立性) 試験用にクワ
ッドリッジホーンアンテナと呼ばれる広帯域

アンテナが市販されている．角すいホーン

アンテナの内部に４本のリッジが挿入され

た形状をしており，角すい状の外枠が無い

タイプもある(図１)．このクワッドリッジホーン
アンテナは数オクターブから 10オクターブ
を越える受信帯域を持つ．また，サイズもコ

ンパクトである．このアンテナがパラボラア

ンテナの一次放射器として利用可能であ

れば，小型でシンプルな構造の電波望遠

鏡が実現可能となる． 
本研究では，2GHｚから 18GHｚの周波

数帯域をもつクワッドリッジホーンアンテナ (ETS 社 3164-05) を NICT 鹿島にある 2.4m アンテナ 
(CARAVAN2400) に一次放射器として組込み，測地 VLBI 実験を実施し，性能評価を試みた．測地

図 1 クワッドリッジホーンアンテナ ETS社 3164-05 
   (角すい状外枠の無いタイプ) 

180mm



VLBI 実験を実施するにあたって次のような準備を行った．2.4m アンテナはカセグレン形式の X バンド
のみ受信可能なアンテナであった(瀧口他 2006) ．クワッドリッジホーンアンテナを主鏡の一次焦点に取
付けるために，既存の受信機とコルゲートホーンアンテナ及び副鏡を取外した．また，Sバンドと Xバンド
を受信可能な受信機も新たに製作した．この受信機は微弱信号の増幅だけでなく，一次放射器からの

広帯域信号の S バンド，X バンドへの分波および直線偏波から円偏波への合成といった役割も受け持
つ．製作した受信機の雑音温度をYファクタ法で測定し，Sバンドで 86K，Xバンドで 170Kという値を得
た．そして，一次放射器 (クワッドリッジホーンアンテナ) の取付け位置の微調整を行い，軸校正観測を
実施した． 

2008年 6月 23日と 7月 2日に鹿島 2.4mアンテナと筑波 32mアンテナの基線で測地 VLBI実験を
実施した．各々の実験では測地 VLBI で一般的に行われる 24 時間の観測を行った．基線長の推定結
果を図 2 に示す．図 2 には，比較のため 2.4m アンテナの改造前に実施した測地 VLBI の基線長推定
値も記載してある．改造前後でほぼ符合する結果を得た． 
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図 2 測地 VLBI実験結果 (基線長推定値とその推定誤差) 
2006年と 2007年の推定値は 2.4mアンテナ改造前の結果 
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